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富士急シティバス株式会社 

 

片浜・柳沢線の退出について 
 

１．2025 年度末における当社の状況 

 

当社はこれまで国、静岡県、沿線自治体からの補助を受け、また高速バスや貸切バスの利益の内部補

填により、生活路線である路線バスの維持に努めて参りました。各種給付金や補助金のご支援をいただ

いてはおりますが、利用者の減少が止まらず、多額の赤字を日々計上している状況です。 

これに加え、運転者は根本的に不足しており、更に高齢化により、定年退職者の増加も見込まれま

す。新しい運転者を確保するためには他産業と同レベル以上の待遇を用意する必要があります。 

 

また、運転者の確保を進めておりますが、新規採用となる運転者は新規に二種免許を取得し、大型車

での業務は当社で乗務する者が大半となっております。ついては、今までのように狭隘路を運転するこ

とは避け、運行難易度を下げる必要が発生していきます。 

なお、車両導入についても、排気ガス対策をはじめとした各種規制の強化、安全装備の拡充（EDSS

等）、ICカード対応、そして物価の高騰により、車両及び装備される車載器の価額が上昇しており、車

両更新が厳しくなっております。 

 

２．申出路線について 

現在の利用状況を確認するところ、沼津市西部地区の路線等、最大乗車数は10人以下のことがほとん

どの系統が多くなっています。運転者不足の中、貴重な大型二種免許を持った運転者を、バス車両での

運行が必要なのかを検討する必要がある系統へを投入し続けることが難しいのが当社の現状です。その

ような系統について、公共交通の継続が必要であれば市・地区等による他の方法への移行を実施いただ

きたくお願い申し上げます。 

 

今後 大幅な見直しが必要と考えられる主な路線 

系統 

番号 
系統名 系統の区間（   が運行を見直す区間） 

備考 

(希望時期) 

K47 片浜・柳沢線 片浜駅～愛中入口～柳沢 
今回説明 

2026年9月末 

815 

838 
根方線 

沼津駅～江原公園～中沢田～沼津市立病院～東平沼 

※815はららぽーと沼津・沼津市立病院経由/838は非経由 

調整中 
H42 

ららぽーと・原団

地・原駅線 
ららぽーと沼津～沼津市立病院～片浜駅～原団地～原駅 

943 原線 沼津駅～片浜駅～原駅～東田子浦駅 

754 がんセンター線 沼津駅～天神ヶ尾～マーレ沼津工場前～がんセンター 

 

さて、今般は、見直しが必要な路線のうち、片浜・柳沢線につきまして、退出させていただきたく、

ご説明させていただきます。 
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３．K47 片浜・柳沢線 について （2026年度9月末での退出路線 ） 

 

路線の現況 

 

柳沢線は、2022年度まで沼津駅からの根方街道また大諏訪経由により、主に根方線を補完するように

運行しておりました。しかしながら、沼津西部地区の利用減少、そして運転者不足もあり、2023年度よ

り運行形態を現状のように見直し、最寄り駅である片浜駅において、JR東海道線や地域間幹線系統「原

線」、「ららぽーと・原団地・原駅線」との接続を中心とした形態に見直しを行いました。 

今般、2026年4月には減便をさせていただきましたが、運転者が不足の影響がより大きくなる中、本

系統が維持困難な状況であるため、沼津市西部地区の見直しの一環として当路線から退出いたします。 

 

 

 

 

収支状況 

 
  

平日 土休日 平日 土休日

往路（片浜駅→柳沢） 7便 3便 5便 0便 
復路（柳沢→片浜駅） 8便 4便 5便 0便 4.00km

運行回数

運行距離2025年度 2026年度

■ K47

系統
番号

収支率

(A÷B)

2023年度 7,632 人 1.7 人 8,556 千円 1,332 千円 ▲7,225 千円 15.6% 5,418 千円 ▲1,806 千円

2024年度 8,085 人 1.8 人 9,684 千円 1,763 千円 ▲7,922 千円 18.2% 5,941 千円 ▲1,980 千円

2025年度 8,526 人 1.9 人 10,876 千円 1,940 千円 ▲8,936 千円 17.8% 6,701 千円 ▲2,235 千円

年間 1便あたり
年度

運行経費
（A)

運賃収入
（B)

補助額

（B-A)

欠損額利用者数 バス事業者
負担額合計額
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2025年度利用状況 

(1)平日 2025年度の利用状況 

 

  平日の平均利用者数は2.1人/日 

  柳沢7:12発は4.9人/日、柳沢9:57発は3.1人/日。この2便は現在運行を継続 

  鳥谷までの利用、鳥谷からの利用が多い 

 

 

 

 
集計方法：乗降センサーによる集計 集計期間：2025年4月7日～2026年4月5日の平日 
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(2)土休日 2025年度の利用状況 

 

  土休日の平均利用者数は1.7人/日 

  全般的に利用が少ないことから、2026年度から運休させていただきました。 

 

 

 

 
集計方法：乗降センサーによる集計 集計期間：2025年4月7日～2026年4月5日の土休日 
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 資料 7-2  

片浜・柳沢線 運行形態の変更について 
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